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論　文　内　容　の　要　旨
顧客主導の時代への移行や経済のボーダーレス化･グローバル化に代表されるように､市場を取
り巻く環境が急速に変化する中､製品の多様性や機能･品質･納期･価格･サービスの多方面で顧
客の要求に応じるために､サプライチェーン･マネジメント(SCM:Supply Chain Manage一
ment)が注目され､多くの企業でこの分野への積極的な投資が行われてきた｡それに伴いサプラ
イチェーン･マネジメントq)理論と実践が発展し､サプライチェーンは多くの機能･より効果的な
パフォーマンスの実現を可能とした｡サプライチェーンに対する要求が多様化し､今日のサプライ
チェーンは新たな価値の創造や顧客満足度の向上を目的としている｡これらによって､サプライチェー
ンは競争優位性を確保する｡
サプライチェーンとは､製品の供給に伴う財･サービス･カネおよび情報の流れであり､原材料
が加工され製品として消費者に届けられるまでの一連のアロセスを指す｡サプライチェーンには資
材調達･加工/組立･物流･販売などの活動が含まれ､これらの活動は一般に複数の企業間に及ぶ｡
サプライチェーンの起点は原材料のサプライヤーであり､終点は消費者である｡サプライチェーン
では､財･サービス･カネ･情報が扱われ､川上方向への流れおよび川下方向への流れの双方が存
在する｡
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現在､多種多様なサプライチェーンが存在し､各々のサプライチェーンはあらゆる点において互
いに相違している｡このようなサプライチェーン間の相違が何に起因しているのかを特定すること
が､一連の研究の出発点である｡サプライチェーン間の相違がその成果を左右しており､その原因
を明らかにすることによって適切なサプライチェーン構築の指針を得る｡サプライチェーンの成功
要因を特定し､サプライチェーンの設計に反映させることで､適切なサプライチェーンの構築が可
能となる｡本研究ではサプライチェーンの成功要因として､サプライチェーンの種類と企業の価値
基準との整合性に着目し､製品の特性に加えて企業の価値基準をサプライチェーン設計に反映させ､
より効果的なサプライチェーン設計方策の提案を試みる｡そうすることによって､同じ製品を提供
する他企業よりも効果的なサプライチェーンを採用でき､製品の特性のみを考慮する場合に比べ､
競争力の高いサプライチェーンを構築することが可能となる｡他の企業と異なったサプライチェー
ンを用い一ろことによって､同じ製品を提供している場合においても競争優位性が得られる｡
本研究の目的はサプライチェーンの設計方策を提案することである｡それによって適切なサプラ
イチェーンが構築され､サプライチェーンの競争力および顧客満足度の向上が期待される｡サプラ
イチェーンの概念が一般に浸透するにつれて､焦点はサプライチェーンの効果的な設計に移行しつ
つある｡サプライチェーンをいかに効果的に設計･運用できるかが､ビジネスの成功を左右する重
要な鍵となっている｡しかしながら現在､サプライチェーン設計に関する指針が少なく､失敗例も
多く報告されている｡その原因は企業の価値基準とサプライチェーンで扱う製品の特性を考慮せず､
不適切なタイプのサプライチェーンを構築していることであり､企業の価値基準と製品の特性に基
づいたサプライチェーンの設計方策が求められている｡そのため､本研究はサプライチェーン設計
を主題とし､サプライチェーンの基本型を定義した上で製品の特性および企業の価値基準に基づい
たサプライチェーン設計のための概念フレームワークを提示する｡
現在のサプライチェーンは様々な過程を経て進化してきており､完全に同一なサプライチェーン
は存在しない｡しかしながら､その目的や機能によってサプライチェーンを類型化することは可能
であり､これまでいくつかの研究でこの主題が扱われ､サプライチェーンの種類が提案されてきた｡
本研究では､これまで提案されてきたサプライチェーンの種類をサプライチェーン基本型として再
定義し､新たに独自のサプライチェーン基本型として､リライアブル･サプライチェーン､顧客志
向サプライチェーン､差別化サプライチェーンを定義する｡サプライチェーンの導入目的は､企業
によって相違するものの､ ｢低コスト供給｣･ ｢迅速な供給｣･ ｢確実な供給｣･ ｢継続的供給｣･｢広範
な供給｣のいずれか､あるいはそれらの複数である｡これらの各目的に対し､特定の能力がサプラ
イチェーンに求められる｡ 5つの目的について､それぞれ必要とされる能力を備えたサプライチェー
ンを定義することによって､ 5つのサプライチェーン基本型を導出する｡適切なサプライチェーン
基本型はサプライチェーンの効果的な設計および構築に欠かせないものである｡
最適なサプライチェーン基本型を選択することが､正しくサプライチェーンを設計しサプライチェー
ン構築を成功させるために重要である｡そのために本研究では､適切なサプライチェーン基本型を
選択するための概念フレームワークを提示する｡サプライチェーン設計は製品特性に基づいて行わ
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れる必要があることが､すでに先行研究によって明らかにされている｡より適切なサプライチェー
ンを構築するためには､それに加えて企業の価値基準を考慮する必要がある｡製品特性が異なると
異なったサプライチェーンが要求されるのと同様に､各企業の価値基準によって異なったサプライ
チェーンが要求される｡企業の価値基準はサプライチェーンの能力を制約すると同時に､サプライ
チェーン構築の方向性も規定する｡価値基準は企業固有のものであり､それがサプライチェーンに
直接的･間接的影響を及ぼすことによって､多種多様な形態のサプライチェーンが必要となる｡そ
のため本研究では製品特性に加え､企業の価値基準を考慮したサプライチェーン設計のための概念
フレームワークを提示する｡製品の特性に加え､企業の価値基準を併せて考慮することによって､
より現実的な状況への対応が可能となる｡製品の特性には｢需要特性｣ ･ ｢供給特性｣ ･ ｢製品特性｣ ･
｢競争状態｣の4つがあり､これら特性からサプライチェーンの設計課題が導き出される｡次の段
階として､この課題解決に向けて対処することとなるが､そのための手段は複数あり､どれを用い
るかは企業の価値基準に依存する｡企業の価値基準を最大化するようにサプライチェーンを設計す
ることが重要であり､企業の価値基準に適合した解決法を用いないと企業の競争力低下を招くため､
この判断がサプライチェーンの設計において最も重要である｡
最後に､サプライチェーン設計フレームワークを実際のサプライチェーン構築に容易に反映させ
るために､本研究ではサプライチェーン基本型ジェネレータを提案する｡企業の価値基準と製品の
特徴から導出されたサプライチェーンの設計課題に対応した最適なサプライチェーン基本型を特定
する際に､サプライチェーン基本型ジェネレータが適切な指針となり効果的なサプライチェーンが
構築される｡サプライチェーン基本型ジェネレータでは､自社の価値基準を明らかにした上で､サ
プライチェーン設計フレームワークの各構成要素について二者択一の選択を行なうことにより､容
易に最適なサプライチェーン基本型を判別することが可能となっている｡
論文審査結果の要旨
1990年代中葉から我が国大手製造企業を中心に注目された経営管理手法であるサプライチェーン･
マネジメント(SCM:Supply Chain Management)は企業経営における最重要課題の1つとし
て認識され､最適サプライチェーンの構築と運用に多大な投資が行われてきた｡その結果､多種多
様なサプライチェーンが出現し､多くの成功事例が紹介されるとともに失敗事例も報告されている
が､サプライチェーンの成否を左右する要因は解明されていIilい｡そこで､本論文はサプライチェー
ン実践の起点であるサプライチェーン設計に焦点を当て､個々の企業にとって最も適切なサプライ
チェーンを導出するための方法論を提案している｡
まず､サプライチェーン設計に関する先行研究成果を引用しつつ､現存する種々のサプライチェー
ンを､その導入目的と要求能力により､ 5つの基本型-リーン､アジル､リライアブル､顧客志向､
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差別化一に集約し､類型化を行っている｡採用した分類基準であるサプライチェーンの導入目的と
要求能力は現実的かつ安当なものであり､ 5つのサプライチェーン基本型の特徴を理解する上で適
切でもあり､説明力がある｡
次いで､現実では｢同一産業･業界･業種に属する企業間で､類似の製品･サービスを提供して
いるにもかかわらず､なぜサプライチェ;ン(のタイプ)が異なるのか｣という最も基本的かつ素
朴な疑問に答えるために､著者はTreacy and Wiersema (1995)による企業の価値基準に依拠し
たサプライチェーン設計のための概念フレームワークを提案している｡これにより､製品特性･供
給特性･需要特性･競争状態に加えて､企業が選択した価値基準に対応して適切なサプライチェー
ン(のタイプ)が異なることを説明している｡
最後に､本論文の主要な成果物の1つであるサプライチェーン基本型ジェネレータが提案されて
いる｡とれは､先に提案した企業の価値基準に基づくサプライチェーン設計フレームワークを実際
のサプライチェーン構築時に利用できるように体系化･手順化したものである｡提案モデルの撤密
さ､現実性､判断時の任意性など､幾つかの課題は残されているが､サプライチェーン設計の支援
ッールとして､その価値は高く評価できる｡本論文最大の価値はこの点にあると認められるo
しかしながら､提案された方法論の妥当性と有効性は実証を通じて検証されていない｡この点が
唯一の課題であるが､実証研究の場を得ることの困難さを考慮すれば､本論文全体の価値を損なう
ほどではない｡今後の研究課題として､その研究成果を期待する｡
よって､本論文は博士(経営学)の学位論文として｢合格｣であると判定する｡
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